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学位論文内容の要旨 

 
博士の専攻分野の名称：博士（文学）	
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学位論文題名 

イギリス奴隷貿易廃止運動の歴史的意義	
 

—リヴァプールのウィリアム・ロスコーを中心に—	
 

 
 
	
 本論文は、18世後半から19世紀初頭にかけてイギリスで展開した奴隷貿易廃止運動を政

治社会史観点から考察したものである。 
	
 序論では、全体のフレームワークが提示される。そこでは、まず奴隷貿易廃止運動の研究

史が検討される。20 世紀初頭には、進歩主義史観であるホイッグ史学やキリスト教的人道
主義の視点から顕彰史的アプローチがなされていた。20 世紀半ばには、資本主義の発展と
奴隷貿易を有機的に結びつけるエリック・ウィリアムズによって、奴隷貿易の廃止は資本主

義の発展の論理的帰結であり、経済的に非効率な制度とされた奴隷貿易は自然と廃止された

とするテーゼが発表された。1960年代以降は、イギリス地方都市を対象とする実証研究に
依拠しながら、奴隷貿易廃止運動の主導権の所在を考察する社会史的研究が産出されていっ

た。ごく最近では、これらの社会史研究が一国史観にとらわれていると批判され、帝国史や

グローバル史のなかで運動を考察する研究が登場するようになった。本研究は、これらの先

行研究を総括しつつ、新しい文化史や帝国史・グローバル史を取り入れた研究手法に依拠す

るものであることが明確にされる。その際、本論での具体的な対象とされるのが、最大の奴

隷貿易都市リヴァプールの啓蒙知識人を代表するウィリアム・ロスコーである。 
	
 第１章では、歴史的背景としての「ブリテン大西洋世界」の構造が明らかにされる。イギ

リスを中心とする大西洋世界は 17世紀のスペインの没落過程で出現し、奴隷貿易を組み込
んだ大西洋三角貿易を経済的基盤としていた。すなわち、イギリス・西アフリカ・南北アメ

リカという環大西洋地域において、工業製品・奴隷・砂糖という 3 つの「商品」の行き交
う多角的な貿易構造が成立していたのである。この「大西洋世界」は、当初は王立アフリカ

会社による国家的事業として推進されていたが、のちには民間企業が主体となり、イギリス

重商主義国家は、この貿易を保護・育成する調整者として機能していたとされる。他方、西

アフリカ社会においても、奴隷貿易は有力な部族国家の保護を受けており、奴隷貿易はヨー

ロッパ人によってアフリカ人に押しつけられたものであったとする通俗的な見解の誤謬が

指摘される。 
	
 第 2 章では、こうした大西洋世界の成長が、リヴァプールの政治社会に与えた影響につ
いて考察している。18 世紀に国家による奴隷貿易の独占が廃止されると、ブリストルやリ
ヴァプールの民間企業が参入するようになったが、この事業は膨大な収益を生み出し、1740



年代にリヴァプールはヨーロッパ最大の奴隷貿易港になる。この経済的な成功と都市化の加

速は、旧来の都市社会の家父長主義的な性格を払拭しはじめ、身分や宗派に代わる社会的結

合の原理が模索されるようになった。それを具体化したのがアソシエーション（自発的結社）

であり、リヴァプールでは、病院・学校・集会所・読書室などが中産階級の寄付によって結

社として設立され、それはまた啓蒙主義の思想を拡散するうえでも重要な役割を果たしたと

している。	
 

	
 第 3 章では、リヴァプールにおける奴隷貿易廃止運動の展開をウィリアム・ロスコーに
焦点を当てて検討する。奴隷貿易廃止運動の起源は北アメリカ植民地のクェイカー教徒にあ

り、イギリスでは 1780年代からクェイカー教徒や国教会牧師らによって「奴隷貿易廃止協
会」が設立された。協会は議会への請願を中心とする広範な大衆的運動を展開していったが、

奴隷貿易の拠点であったリヴァプールでの廃止運動は奴隷貿易商などの反対で挫折してい

く。こうしたなかで奴隷貿易廃止運動の偶像となったウィリアム・ロスコーは、非国教徒ユ

ニテリアンの家系に生まれ育った弁護士であり、啓蒙主義的知識人として普遍的人権概念か

ら奴隷制度に反対する一方、彼の主張には「未開の」アフリカ人に対する「文明化の使命」

感を抱く人種主義的な「帝国意識」が内包されていたことがその著作の分析から明らかにさ

れる。 
	
 第 4 章では、ロスコーに対抗したリヴァプールの「反」奴隷貿易廃止運動の特質につい
て検討している。1788年、奴隷貿易廃止運動はイギリス全土を席巻したが、リヴァプール
の企業家たちはこれに強く反発し、市当局と緊密に連携、また地元選出の庶民院議員や貴族

院議員の支援を受けながら、「反」・奴隷貿易廃止運動を組織していった。その奴隷貿易擁護

論はいくつかの系譜を持ち、ひとつは都市内部の旧き家父長主義的な結合を利用する保守主

義的な立場のもので、もうひとつは保守主義に批判的な啓蒙主義に基づくものであったとさ

れる。 
	
 第 5章では、1814年に発生した国際的奴隷貿易廃止運動の意義を明らかにする。それは、
ナポレオン戦争の終結にともなうフランス奴隷貿易の復活を阻止しようとする運動であっ

たが、1807年の奴隷貿易廃止を経たリヴァプールでは驚異的な盛り上がりを見せた。リヴ
ァプールの中産階級は、この運動への参加を通じた、奴隷貿易という「過去との決別」によ

って、党派的・宗派的な分断を越えた「連帯」を都市共同体内部に創出しようとした。また、

そこでの奴隷貿易廃止論は、強烈な人種主義・帝国意識を内包するものであり、「優秀な」

イギリス人と「劣等な」アフリカ人という自己／他者のイメージを広く社会に浸透させるこ

とになったという。都市内部における中産階級のヘゲモニーの確立と帝国主義的意識の浸透

が表裏一体のものとして進行していったことが指摘されている。 
	
 終章では、全体をまとめつつ、18 世紀-19 世紀転換期のイギリスで自由・平等などの人
権概念の普及と帝国意識の急速な浸透が同時並行的にみられたことは、同時期に爆発的に進

展した奴隷貿易廃止運動と密接な関連をもつことが結論として述べられる。	
 

	
 

	
 

 


